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(B)大 学演習林共 同研究スギ品種地域
連絡試験

宮 島 寛 ・ 村 瀬 勢之助

昨年に引続いて、標記の試験研究を行なうことにな り、九州大学粕屋演習林では祈たに新建

団地壌琳 班と棚a2鎚 を試雛 して昭秘4糊 畷 定した・その蹴 撚 に

ついては次のとお・りであるo

1)E的

スジ品種比較を各試験と共同のもとに連絡試験とする目的は、品種適応性を明らかにして・

奨励すべき優良品種を決定するための情報を得ようとするところにある。

2>試 験 地

上述の旨的を達成するための地域を環境要因とする連絡試験の見地から試験設計上の問題点

は第 でに代表的試験地として一様性をもつ こと、籠2に 気候の代表性を満足し平均生長決定の

正確度を高めるために適当な反復数と試験年数をもつこと、第5に 品種反応差の理 由をできる

だけ追求 しうることが可能でなけれげならないと考えるゴそこで試験地はこれらの点を考慮 し

て、粕塗演弩林以外では次の5つ に設定した・

ω 鹿大高隈演鷺林(南 九州)

(2)宮 大田野演憶林(中 部九州、山岳林)

㈲ 九縮 解 離(中 部九州汕 岳林)

(4>日 田林工高校(北 九州)

(5>愛 媛大学演嶺林(四 国)

5)植 栽樹種(実 験材料)

これまでに各地で行なわれた試験成績語よび分析結果の例を参考にして検討したが、 ス革品

種は生長量の大小を基準とすれば、大(生 長の早い もの)、 中(生 長の中庸のもの)、 小(生

長晩生のもの)の5グ ループに大別することができるのではないかと考える。そこで九州南部

堆域お よび同北部地域の代表的在来品種を各グtU・一"ブからそれぞれ2品 種ずつ選んだ。



粕量演茗林の試験地に輸いても上表の全品種を植竣したo

4)方 法(実 験計画)

方 法は5プ ロ"ク ○乱塊法に よる こととす るoす なわち、1プ ロ 噂クは5×6==50本 で あ

り、1弐 検地 の品耗 をこ・フ軋に した本 数は6品 種、5反 復な ので50×6×5・=900本 となる。

植竣 方式 は1、6m×1.6mの 正 方形植 えであるか らha当 り本 数約5,90e本 で うるo植 付け

法はなるべ く丁寧 に行ない、1入1日1co本(小 運搬 を含む)程 度 とす る。粕 屋演喬林に詮

ける試湾地 内でe)プ ロ槻 ト割付 け(蕃 号は品種 を示す)は 次 の笛1、2表 の とお りである。プ

ロ"ト は木来1個 所に整合 して設定す る筈で あ ったが、地形 の条件か らして、14林 班 と小班

内の上下2つ の柄点 に分離 して設定せ ざるを摺 友か った〔 しか し同一 塊点にちる とすれば、 縦

58m、 横50m、 約0.25haの 面 積で ある∩また1プ ロ"一ト内の苗木の植 竣方法は第3表

の と鉛 りで ちる∩
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村瀬房之助:福 岡県八女郡下 の 乙森林組 合とそ の素材 共販 について

日林 九支講妬22.1968.10(印 刷 中)

村 瀬房之助 ・笠原義人:福 岡県八女糊下 の3森 林租合 とそ の経済事業について 「

福 岡県林業経営協議会1968.10.


